
・　3.5M帯ワイヤーアンテナ設置方法
例１）ワイヤーアンテナをなるべく張る 例３）高い木がないような場合は釣り竿等を 例４）ワイヤーアンテナを下に残すのはNG 例５）ワイヤーアンテナを下に残すのはNG

　　　利用してなるべく高くする 　　＊高さが7ｍあっても下に残すのはダメ 　　　＊高さが5ｍ程度の場合
（20％程度飛びが悪くなる） （50％程度飛びが悪くなる）

例２）

 7m以上 7ｍ
　5ｍ

5ｍ以上
＊なるべく高くする

＊（注意）ワイヤーアンテナは下に残さずなるべくピンと張る

・　電波の飛び状態・・・例１および例２を基準として他の設置方法での飛び状態の比較
　　　カウンターポイズは８ｍ（1本）使用
　　　＊設置後必ずチューニングすること

アンテナ長さスケール（ｍ）

例１）および例２）
　　　　7ｍでトップの折り返し　

例３　5ｍでトップの折り返し

例４　7mで残りは下に
　　　ぐるぐる巻き

例５　5ｍで残りは下に
　　　ぐるぐる巻き

電波の飛び状態スケール（Km）
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